
竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
五

本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
4
号
、
二
〇
一
七
年
二

月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
1
号
、
二
〇
一
七
年
五

月
）、「
同
―
同
（
四
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
2
号
、
二
〇
一
七
年
八

月
）、「
同
―
同
（
五
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
3
号
、二
〇
一
七
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
六
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
4
号
、
二
〇
一
八
年
二

月
）、「
同
―
同
（
七
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
1
号
、
二
〇
一
八
年
五

月
）、「
同
―
同
（
八
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
2
号
、
二
〇
一
八
年
八

月
）、「
同
―
同
（
九
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
3
号
、二
〇
一
八
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
十
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
4
号
、
二
〇
一
九
年
二

月
）、「
同
―
同
（
十
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
49
巻
第
1
号
、
二
〇
一
九
年

五
月
）
に
引
き
続
き
、
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、

と
く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
書
の
巻
か
ら
、
三
舟
香
、
小
町
香
の
二
つ
の
組
香
を
取

り
上
げ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香

道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
2
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科

学
』
第
46
巻
第
3
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略

を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
十
二
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

《
書
巻
―
二
一
》
三
舟
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
三
舟
香

 

　

  

承
保
帝
、
西
河
の
御
遊
に
詩
歌
管
絃
の
三
舟
を
う
か
べ
を
の
〳
〵

其
能
あ
る
人
分
れ
て
乗
て
出
る
時
、
権ゴ

ン
ノ
ソ
ツ帥

民
部
卿
源
経
信
正
二
位
大

納
言
な
り

お

く
れ
参
り
し
に
、
舟
は
や
一
町
ば
か
り
も
漕
出
し
た
る
折
か
ら
な

れ
は
、
汀
に
蹲
ウ
ヅ
ク
マ
リて

声
を
揚ア

ゲ

て
、
三
つ
の
舟
は
撰
は
す
、
い
つ
れ
に

て
も
便
よ
き
舟
こ
ぎ
も
ど
し
給
へ
と
い
ひ
て
」
書
四
六
ウ 

そ
の
た
よ

り
に
ま
か
せ
、
管
絃
の
舟
に
乗
り
て
、
詩
歌
を
奉
り
し
故
事
に
す

が
り
て
此
香
を
組
侍
り
。

一　

詩
方
三
人
、
歌
方
三
人
、
管
絃
方
三
人
と
分
つ
。
連
中
九
人
に
限
る
。

一　

初
三
包
一
炷
開
、
中
二
包
二
炷
開
、
後
五
包
一
炷
開
也
。

一　

詩
の
香
三
包
、
歌
の
香
三
包
、
管
絃
の
香
三
包
、
源
帥ソ

ツ

の
香
一
包
客
香

也

都
合

十
包
聞
香
と
す
客
香
に
は
随
分
わ
か
り
安

き
香
を
包
て
組
べ
し　
　

。」
書
四
七
オ

一　

地
香
各
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
試
な
し
。

一　

出
香
の
分
様
左
の
如
く
焚
出
す
。

 

　

初
三
包
一
炷
開　
地
香
九
包
の
内
、

三
包
取
て
用

 

　

中
二
包
二
炷
開　
地
香
残
六
包
の
内
、
一
包
取
て
、
客
香
を

加
へ
用
。
地
香
は
札
を
打
ど
も
聞
捨
也

 

　

後
五
包
一
炷
開　
地
香
残
五
包
を
用

一　

盤
は

 

　

浪
の
蒔
繪
也　
竪
溝
三
筋
横
十
間　
　

皆
浪
の
形
を
以
て
分
つ 

岸
の
方
に
人
形
立
る
穴
有
。」
書
四
七
ウ

一　

立
物
は

 

　

源
経
信
の
人
形　
立
る
様
に

串
附
る

 

　
　
　
　
　
　

 

詩
の
舟

 

　

御
座
舩
三
艘 

歌
の
舟　

と
號
て
、
各

ヘ
サ
キに

人
形
を
立
る
。

 

　
　
　
　
　
　

 

管
絃
の
舟

 

　

穴
一
つ
あ
り
。

 

　

詩
の
舟　

  

金
に
て
作
る
。
艫ト

モ

に
黄
純
子
の
幟
を
立
、詩
と
云
文
字
を
縫
と
す
。
金
の

麾
を
用
ゆ
。
鳳
凰
の
頭
也
。

 

　

歌
の
舟　

  

銀
に
て
作
る
。
艫
に
白
綸
子
の
幟
を
立
、歌
と
云
文
字
を
縫
と
す
。
銀
の

麾
を
用
ゆ
。
孔
雀
の
頭
也
。」
書
四
八
オ

 

　

管
絃
の
舟　

  

朱
塗
也
。
艫
に
緋
純
子
の
幟
を
立
て
、
楽
と
云
文
字
を
縫
と
す
。
真

紅
の
麾
を
用
。
白
龍
頭
也
。

一　

立
物
進
退
左
の
如
し
。

 

　

初
三
炷
の
内

 

　
　

  

毎
組
一
人
聞
は
二
間
、
二
人
聞
は
四
間
、
三
人
聞
は
六
間
、
舟

を
沖
の
方
へ
進
む
べ
し
。
舟
、
沖
の
方
に
着
た
ら
ば
、
中
二
炷

の
香
出
る
ま
で
舟
を
沖
に
つ
な
ぎ
置
べ
し
。

 

　
　

  
一
組
三
人
共
に
三
炷
終
る
迄
一
人
も
不
聞
時
は
、
其
舩
を
」
書
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二
七

四
八
ウ 

二
間
目
に
出
置
べ
し
。
其
後
、
客
香
聞
あ
ら
ば
、
聞
人
の

多
少
に
不
構
、舟
を
二
間
進
す
べ
し
此
時
岸
よ
り
漸
く

四
間
目
に
至
る
也

。
若
又
客
香
一
人

も
不
聞
時
は
、
其
幟
を
伏
せ
、
舩
を
取
除
け
、
此
組
は
退
座
す

べ
し
。

 

　

中
二
炷
の
内

 

　
　

  

此
香
始
る
前
に
、
経
信
の
人
形
を
岸
に
立
る
べ
し
。
客
香
を
聞

た
る
組
の
舟
を
岸
の
方
へ
向
け
直
す
」
書
四
九
オ 

べ
し
聞
人
数
に
構
な
く
舟

を
向
け
直
す
斗
り
也

。

 

　
　

  

初
の
三
炷
の
内
に
聞
す
く
な
く
、
沖
に
舟
着
ざ
る
内
に
客
香
聞

た
り
と
も
、
舟
を
戻
す
べ
か
ら
す
。
前
の
進
数
の
如
く
、
先
つ

舟
を
沖
に
着
け
、
其
上
に
て
舟
を
岸
の
方
へ
向
け
直
し
て
、
後

に
聞
次
第
に
て
漕
戻
す
べ
し
。
一
炷
の
地
香
は
聞
捨
成
る
故
に
、

中
り
不
中
に
構
す
、
舟
の
動
な
し
。」
書
四
九
ウ

 

　
　
　

  

客
香
を
聞
し
は
経
信
の
声
を
聞
た
る
故
に
舟
を
か
へ
す
心
な
り
。（
朱
）

 

　
　

  

一
組
三
人
の
内
、
一
人
も
客
香
を
不
聞
時
は
、
舟
を
戻
べ
か
ら

す
。
其
侭
そ
の
所
に
置
べ
し
。
是
に
て
此
組
は
盤
の
上
は
負
也
。

香
斗
は
終
る
迄
聞
べ
し
。

 

　
　
　

  

客
香
に
て
盤
の
勝
負
定
る
故
、
聞
安
き
香
を
客
香
に
組
て
、
一
組
三
人
の
内
に

て
は
必
聞
中
る
様
に
設
る
べ
し
。（
朱
）

 

　

後
五
炷
の
内

 

　
　

  

毎
組
一
人
聞
は
一
間
、二
人
聞
は
二
間
、三
人
聞
は
三
間
と
」
書

五
〇
オ 

舟
を
岸
の
方
へ
漕
戻
す
べ
し
。
早
く
岸
に
着
た
る
舟
に
、

経
信
の
人
形
を
乗
せ
る
、
是
勝
也
。
若
し
香
終
ざ
れ
は
、
又
舟

を
沖
の
方
へ
向
け
、
右
の
間
数
の
ご
と
く
漕
出
す
べ
し
。
是
を

後
興
と
名
付
、
至
極
の
勝
た
る
べ
し
。

 

　
　
　

  

残
り
の
舟
は
一
艘
先
き
へ
漕
着
、
源
帥
を
乗
せ
し
事
知
ら
ず
し
て
漕
寄
る
風
情

也
。
勝
の
舟
は
は
や
源
帥
を
乗
せ
て
又
沖
へ
漕
出
る
。
其
興
甚
た
多
か
る
べ
し
。

（
朱
）

 

　
　

  

舟
岸
に
着
て
、
跡
の
舟
い
ま
だ
沖
に
あ
ら
ば
、
残
り
」
書
五
〇
ウ 

の
聞
に
て
沖
の
舟
は
岸
に
寄
す
べ
し
。

一　

麾
用
様

 

　

  

連
中
皆
聞
て
、
舟
三
艘
な
が
ら
岸
へ
着
け
は
、
経
信
の
人
形
を
管

絃
の
舟
に
乗
せ
、
金
麾
を
詩
の
舟
の
幟
に
さ
し
、
銀
麾
を
歌
の
舟

の
幟
に
さ
し
、
真
紅
麾
を
管
絃
の
舟
の
幟
に
さ
す
べ
し
。
二
艘
着
、

一
艘
着
は
、其
勝
た
る
舟
に
人
形
を
乗
せ
、其
舟
の
麾
を
さ
す
也
。」

書
五
一
オ

 

　
　

但  

し
二
艘
の
内
に
管
絃
の
舟
あ
り
て
、
外
の
着
舟
に
経
信
の
人

形
あ
ら
ば
、
管
絃
の
舟
に
乗
替
る
べ
し
。
二
艘
の
内
に
管
絃

の
舟
な
き
時
は
い
づ
れ
に
乗
せ
て
も
く
る
し
か
ら
す
。

一　

札
数
一
人
前
十
枚
九
人
分
九
拾
枚
也
。

 
　
　

札
表　
真
文
字
に

て
書
べ
し　

 

　

大タ
イ
ガ雅　

小シ
ヤ
ウ
ガ雅　

二ジ
ナ
ン南　

　

詩
方
札
也
（
朱
）

 

　

旋セ
ン
ト
ウ頭　

長チ
ヤ
ウ
カ歌　

短タ
ン
カ歌　

　

歌
方
札
也
（
朱
）
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玉ギ
ヨ
ク
キ
ン琴　

瑶ヨ
ウ
シ
ツ瑟　

龍リ
ウ
テ
キ笛　

管
絃
方
札
也
（
朱
）」
書
五
一
ウ

 

　
　

札
裏　
行
文
字
に

て
書
へ
し　

 
　

詩 

三
枚　

歌 

三
枚　

管
絃 

三
枚　

源ゲ
ン
ソ
ツ帥 

一
枚

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
中
二
炷
の
内
は
、客
香
の
中
斗
を
記
す
。
地

香
の
一
炷
は
聞
捨
故
に
不
記
、
丸
を
画
べ
し
。

一　

炷
数
認
様
左
の
如
し
。

 

　

皆
中
を　

風フ
ウ
リ
ウ
ケ
ン
タ
ツ

流
兼
達　
　
　

八
炷
を　

解カ
イ
ジ
レ
イ
ク
ハ
ン

事
伶
官

 

　

七
炷
を　

閑カ
ン
ガ
ジ
ン
ブ
ツ

雅
人
物　
　
　

六
炷
を　

好カ
ウ
ブ
ン
ガ
シ

文
雅
士
」
書
五
二
オ

 

　

五
炷
を　

筆ヒ
ツ
ケ
ン
レ
ウ
ユ
ウ

研
良
友　
　
　

四
炷
を　

談タ
ン
セ
ウ
ヒ
ゾ
ク

笑
非
俗

 

　

三
炷
を　

握ア
ク
シ
ユ
タ
イ
キ
ヤ
ウ

手
大
噱　
　
　

二
炷
を　

崑コ
ン
カ
ウ
イ
ツ
ヂ
ン

岡
一
塵

 

　

一
炷
を　

桂ケ
イ
リ
ン
チ
ウ
シ

林
蛛
糸　
　
　

無
を　
　

罸バ
ツ
ハ
イ
ム
サ
ン

杯
無
算

 

右
の
通
、
朱
を
以
て
認
る
へ
し
二
炷
開
の
内
、
地
香
の
一
炷
は
聞

捨
故
に
十
炷
目
の
変
名
な
し　
　

。

一　

記
録
認
様
左
に
記
す
。」
書
五
二
ウ

 

　
　

三
舟
香
之
記

 

　
　
　
〔
表
〕」
書
五
三
オ

三
舟
香
盤
立
物
の
圖

　

詩
の
舟　

  

金
に
て
作
る
。
黄
純
子
の
幟
を
た
て
、
詩
と
い
ふ
文
字
を
縫

と
す
。
金
の
麾
を
勝
次
第
に
幟
の
上
に
さ
す
べ
し
。
矢
員
香

の
麾
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　

孔
雀
の
頭
。

　

歌
の
舟　

  

銀
に
て
作
る
。
白
綸
子
の
幟
を
た
て
、歌
と
い
ふ
文
字
を
」
書

五
三
ウ 

縫
と
す
。
銀
の
麾
を
用
ゆ
。

　
　
　
　
　

鳳
凰
の
頭
。　
　
〔
図
〕

　

管
絃
の
舟　

  

朱
ぬ
り
也
。
緋
純
子
の
の
ぼ
り
を
た
て
、
楽
の
文
字
を
縫

と
す
。
真
紅
の
麾
を
用
ゆ
。

　
　
　
　
　
　

龍
が
し
ら
。」
書
五
四
オ

　

源
経
信
人
形　
　
〔
図
〕

　
　

盤
は　
　
〔
図
〕

青
海
波
の
ご
と
く
に
し
て
、
波
の
う
ね
り
に
て
一
間
二
間
を
わ
か
つ
べ

し
。
初
の
方
を
岸
」
書
五
四
ウ 

と
定
む
。
横
三
行
に
竪
は
十
間
也
。
三
行

は
舟
を
出
す
溝
を
ほ
る
べ
し
。
末
の
方
は
波
を
舟
の
長
さ
に
永
く
す
べ

し
。
波
は
銀
に
て
ほ
り
、
上
に
作
る
岸
の
方
に
源
帥
を
立
る
。」
書
五
五
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
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…　

…　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

…　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　
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…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　

×　

…

　
　

詩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　
　

　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

3　

＝　

5

　
　

歌　
　
　
　

3
＝
9
＝
×
＋
1
＋
×　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

＋　

1

　
　

管
絃　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

源
帥　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

本
組
香
は
、
上
野
宗
吟
『
香
道
宿
の
梅
』﹇
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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二
九

跋
刊
本
﹈
所
収
「
三
舟
香
」
か
ら
の
引
き
写
し
と
見
ら
れ
る
。
影
印
は
、次

の
国
文
学
研
究
資
料
館
の
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

h
ttp

://base1.n
ijl.ac.jp

/iview
/F
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e.jsp
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=

G
0003917

K
T

M
&

C
_C

O
D

E
=0228-007001&

IM
G

_S
IZ

E
=

&
P

R
O

C
_T

Y
P

E
=

n

u
ll&

S
H

O
M

E
I=

%
E3%

80%
90%

E9%
A6%

99%
E9%

81%
93%

E5%
A

E
%

B
F

%
E
3%
81%

A
E

%
E
6%

A
2%
85%

E
3%
80%
91&

R
E

Q
U

E
S

T
_

M
A

R
K

=n
u

ll&
O

W
N

E
R

=n
u

ll&
B

ID
=n

u
ll&

IM
G

_N
O

=53

本
香
に
は
、地
香
「
詩
」「
歌
」「
管
絃
」
の
香
、各
三
包
と
、客
香
「
源

帥
」
の
香
一
包
の
、
計
十
包
を
用
い
る
。
地
香
の
み
試
香
を
行
う
。
客
香

に
は
聞
き
分
け
や
す
い
香
を
選
ぶ
。

構
成
は
、
初
段
の
一
炷
聞
き
三
回
と
、
中
段
の
二
炷
開
き
一
回
、
後
段

の
一
炷
聞
き
五
回
か
ら
成
る
。
初
段
は
、
地
香
九
包
か
ら
三
包
を
出
香
と

す
る
。
中
段
は
地
香
の
残
り
六
包
の
う
ち
の
一
包
に
客
香
を
一
包
を
加
え

た
計
二
包
を
用
い
る
。
地
香
の
残
り
五
包
は
後
段
で
用
い
る
。

答
え
に
は
、
特
殊
な
香
札
を
一
人
分
十
枚
用
い
る
。
札
裏
は
行
書
体
で

記
す
。
香
名
の
「
詩
」「
歌
」「
管
絃
」
各
三
枚
と
「
源
帥
」
一
枚
を
用
意

す
る
。
札
表
は
漢
字
で
、「
詩
」「
歌
」「
管
絃
」
方
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文

言
を
記
す
。「
詩
」
方
は
「
大
雅
」「
小
雅
」「
二
南
」、「
歌
」
方
は
「
旋

頭
」「
長
歌
」「
短
歌
」、「
管
絃
」
方
は
「
玉
琴
」「
瑶
瑟
」「
龍
笛
」
と
書

く
。本

組
香
は
、
連
中
を
三
人
ず
つ
、
詩
方
・
歌
方
・
管
絃
方
に
分
け
、
計

九
人
で
行
う
盤
物
で
あ
る
。
盤
は
、
竪
溝
三
筋
と
横
十
間
を
、
浪
の
形
で

区
切
っ
た
蒔
絵
の
も
の
を
用
い
る
。
岸
辺
に
、「
詩
」「
歌
」「
管
絃
」
の
舟

と
称
す
る
御
座
船
三
艘
を
配
置
す
る
。

初
段
で
は
、「
詩
」「
歌
」「
管
絃
」
方
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
人
聞
き
当
て

れ
ば
二
間
、
二
人
で
は
四
間
、
三
人
で
は
六
間
、
舟
を
沖
の
方
に
進
め
る
。

初
段
の
途
中
で
舟
が
沖
に
着
い
た
ら
、
中
段
が
始
ま
る
ま
で
、
舟
を
沖
に

繋
い
で
お
く
。
各
組
で
誰
も
初
段
の
香
を
聞
き
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
舟
を
二
間
目
に
置
き
、
さ
ら
に
、
中
段
で
客
香
を
聞
き
当
て
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、何
人
聞
き
当
て
て
も
舟
を
二
間
進
め
る
。
そ
う
す
る
と
、岸

か
ら
四
間
目
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
中
段
の
客
香
を
誰
も
聞
き
当

て
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
舟
に
立
て
た
幟
を
伏
せ
て
舟
を
盤
か
ら
取
り

外
し
、
そ
の
組
は
退
席
と
な
る
。

中
段
は
、
始
め
に
ま
ず
源
経
信
の
人
形
を
岸
に
立
て
る
。
地
香
は
札
を

打
っ
て
も
聞
き
捨
て
と
し
、
初
段
で
沖
に
着
い
た
舟
の
組
の
連
中
が
、
客

香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
岸
の
方
に

向
け
直
す
。
こ
れ
は
、
岸
に
い
る
経
信
の
声
を
聞
い
て
、
舟
を
漕
ぎ
返
す

と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

初
段
で
沖
に
舟
が
着
か
な
か
っ
た
組
の
連
中
が
客
香
を
聞
き
当
て
た
時

は
、
舟
を
戻
さ
ず
、
初
段
の
舟
の
進
め
方
の
と
お
り
に
、
ま
ず
舟
を
沖
に

着
け
て
か
ら
、
岸
の
方
に
向
け
直
し
、
香
を
聞
き
当
て
た
数
に
よ
っ
て
漕

ぎ
戻
す
。
な
お
、
地
香
は
聞
き
捨
て
な
の
で
、
聞
き
当
て
て
も
舟
を
進
め

*
*

*

*

*

*

*

*
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〇

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
組
三
人
の
う
ち
、一
人
も
客
香
を
聞
き
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
時
は
、舟

は
戻
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
位
置
に
置
く
。
そ
こ
で
こ
の
組
は
、
香
は
最
後

ま
で
聞
く
が
、
盤
上
の
負
け
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
客
香
を
聞
き
当
て

ら
れ
る
か
ど
う
か
が
盤
上
の
勝
負
を
左
右
す
る
た
め
、
客
香
に
聞
き
や
す

い
香
を
選
び
、
一
組
三
人
の
う
ち
誰
か
が
必
ず
聞
き
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
の
で
あ
る
。

後
段
で
は
、
一
組
の
う
ち
独
り
聞
き
一
間
、
二
人
聞
き
二
間
、
三
人
聞

き
は
三
間
と
い
う
よ
う
に
、
舟
を
岸
の
方
へ
漕
ぎ
戻
す
。
最
も
早
く
岸
に

着
い
た
舟
に
経
信
の
人
形
を
乗
せ
、
こ
れ
を
勝
ち
と
す
る
。
ま
だ
十
包
の

香
が
焚
き
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
再
び
舟
を
沖
の
方
に
向
け
て
漕
ぎ

出
す
。
こ
れ
を
「
後
興
」
と
名
付
け
、
最
上
の
勝
ち
で
あ
る
。
残
り
の
舟

は
、
一
艘
の
勝
ち
の
舟
が
先
に
岸
へ
漕
ぎ
着
い
て
、
経
信
を
乗
せ
て
沖
に

出
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
岸
に
漕
ぎ
寄
る
様
子
を
表
す
。
な
お
、
舟
が
岸

に
着
い
た
後
、
他
の
舟
が
ま
だ
沖
に
あ
っ
た
と
き
は
、
残
り
の
香
の
聞
き

に
よ
っ
て
岸
に
戻
す
。

な
お
、
舟
が
三
艘
と
も
に
岸
へ
着
い
た
場
合
は
、
経
信
の
人
形
を
「
管

絃
」
の
舟
に
乗
せ
、
金
麾
（
き
ん
き
。
金
の
さ
し
ず
ば
た
）
を
「
詩
」
の

舟
の
幟
（
の
ぼ
り
）
に
、
銀
麾
を
「
歌
」
の
舟
の
幟
に
、
真
紅
麾
を
「
管

絃
」
の
舟
の
幟
に
さ
す
。
ま
た
、
岸
に
着
い
た
舟
が
二
艘
、
あ
る
い
は
一

艘
で
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
勝
っ
た
舟
に
人
形
を
乗
せ
、
そ
の
舟
の
麾
を

さ
す
。
た
だ
し
、
二
艘
の
内
に
「
管
絃
」
の
舟
が
あ
っ
て
、
も
う
一
方
の

舟
に
経
信
の
人
形
が
乗
っ
て
い
る
と
き
、
人
形
は
「
管
絃
」
の
舟
に
乗
り

換
え
る
。「
管
絃
」
の
舟
が
な
い
と
き
は
、人
形
を
ど
ち
ら
の
舟
に
乗
せ
て

も
よ
い
。

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
香
の
み
を
記
す
。
中
段
の
二
炷
は
、
当
た
り

の
み
の
客
香
を
記
し
、
聞
き
捨
て
の
地
香
に
つ
い
て
は
「
◯
」
と
記
し
て

お
く
。

と
こ
ろ
で
、
真
田
宝
物
館
（
長
野
市
松
代
町
）
に
は
、
写
真
の
よ
う
な

香
道
具
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

〔『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録　

真
田
家
旧
蔵
資
料
目
録
―
香
道

具
・
遊
具
―
』（
松
代
文
化
施
設

等
管
理
事
務
所
発
行
、
平
成

二
十
三
年
三
月
）
二
〇
頁
。
24 

三
船
の
香
具 

香
道
具  

10 

盤 

五
二
・
四
×
二
九
・
七
×
一
・
四
。

ま
た
、
宝
物
館
の
サ
イ
ト
「
目

録
・
資
料
集
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
るe-book

で
も
閲
覧
で
き

る
〕。竹

幽
本
伝
書
に
お
け
る
舟
お

*
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よ
び
付
属
の
品
の
色
や
作
り
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

＊
「
詩
」
の
舟

作
り
：
金

幟
：
黄
純
子
に
「
詩
」
文
字
の
縫
い
取
り

麾
：
金

頭
：
孔
雀

＊
「
歌
」
の
舟

作
り
：
銀

幟
：
白
綸
子
に
「
歌
」
の
縫
い
取
り

麾
：
銀

頭
：
鳳
凰

＊
「
管
絃
」
の
舟

作
り
：
朱
塗
り

幟
：
緋
純
子
に
「
楽
」
の
縫
い
取
り

麾
：
真
紅

頭
：
龍

は
た
し
て
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
詩
」
の
舟
と

「
歌
」
の
舟
の
頭
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、『
香
道
宿
の
梅
』
所
収

「
三
舟
香
」
と
一
致
す
る
。
一
方
、『
香
道
宿
の
梅
』
は
、「
管
絃
」
の
舟
の

幟
の
縫
い
取
り
を
「
管
絃
」
と
す
る
が
、
竹
幽
本
と
真
田
宝
物
館
所
蔵
品

は
と
も
に
「
楽
」
で
あ
る
。
な
お
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
品
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
舟
底
に
取
り
付
け
ら
れ
た
部
品
が
盤
の
溝
に
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
り
、

そ
れ
が
回
転
す
る
こ
と
で
、
舟
を
盤
か
ら
外
さ
な
く
て
も
方
向
転
換
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
九
月
十
日
確
認
）。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
は
、
権
帥
、
源
経
信
（
一
〇
一
六
〜
一
〇
九
七
）
の
三
舟
の
才

を
主
題
と
す
る
。
経
信
は
、
正
二
位
権
大
納
言
に
至
っ
た
公
卿
で
、
晩
年

に
大
宰
権
帥
に
任
じ
ら
れ
、
任
地
で
没
し
た
。
漢
詩
・
和
歌
・
管
絃
の
す

べ
て
に
堪
能
な
そ
の
多
才
ぶ
り
は
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
〜
一
〇
四
一
）

に
比
肩
す
る
と
い
う
。
鎌
倉
中
期
の
説
話
集
『
十
訓
抄
』
に
は
、
公
任
の

三
舟
の
才
の
話
に
続
け
て
、
経
信
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
（
引
用
は
岩
波
文
庫
に
拠
り
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
）。

 

　

御
堂
関
白
（
道
長
）、
大
井
河
に
て
遊
覧
の
時
、
詩
歌
の
舟
を
分
か

ち
て
、
お
の
お
の
堪
能
の
人
々
を
乗
せ
ら
れ
け
る
に
、
四
条
大
納
言

（
公
任
）
に
仰
せ
ら
れ
て
い
は
く
、「
何
舟
に
か
乗
ら
る
べ
き
や
」。
大

納
言
の
い
は
く
、「
和
歌
の
舟
に
乗
る
べ
し
」
と
て
乗
ら
れ
け
り
。
さ

て
詠
め
る
、

 
　
　

  

朝
ま
だ
き
嵐
の
山
の
寒
け
れ
ば
散
る
も
み
ぢ
葉
を
着
ぬ
人
ぞ
な

き
 

後
に
言
は
れ
け
る
は
、「
何
舟
に
の
る
へ
き
ぞ
、
と
あ
り
し
こ
そ
、
心
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三
二

お
ご
り
せ
ら
れ
し
か
」。
ま
た
言
は
く
、「
詩
の
舟
に
乗
り
て
、
こ
れ

ほ
ど
の
詩
を
作
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
名
は
上
げ
て
ま
し
を
」
と
、
後

悔
せ
ら
れ
け
る
。

 

　

こ
の
歌
、
花
山
院
の
『
拾
遺
集
』
を
撰
せ
ら
れ
け
る
時
、「
散
る
も

み
ぢ
葉
」
を
「
紅
葉
の
錦
」
と
か
へ
て
入
る
べ
き
よ
し
仰
せ
ら
れ
け

る
を
、
大
納
言
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
よ
し
を
申
し
け
れ
ば
、
も
と
の

ま
ま
に
て
、
入
り
に
け
る
。
円
融
院
、
大
井
河
逍
遥
の
時
、
三
の
舟

に
乗
る
と
も
あ
り
。 
（
第
十 

才
能
・
芸
業
を
庶
幾
す
べ
き
事　

三
）

 

　

帥
民
部
卿
（
経
信
）、ま
た
こ
の
人
に
お
と
ら
ざ
り
け
る
。
白
河
院
、

西
川
に
行
幸
の
時
、
詩
・
歌
・
管
絃
の
三
の
舟
を
浮
べ
て
、
そ
の
道

の
人
々
を
分
か
ち
乗
せ
ら
れ
け
る
に
、
経
信
卿
遅
参
、
こ
と
の
ほ
か

に
御
気
色
悪
し
か
り
け
る
に
、
と
ば
か
り
待
た
れ
て
参
り
た
り
け
る

が
、
三
の
事
を
兼
ね
た
る
人
に
て
、
汀
に
ひ
ざ
ま
づ
き
て
、「
や
、
ど

の
舟
ま
れ
、
寄
せ
よ
」
と
言
は
れ
け
る
、
時
に
と
り
て
い
み
じ
か
り

け
り
。
か
く
言
は
ん
料
に
、遅
参
せ
ら
れ
た
り
け
る
と
ぞ
。
さ
て
、管

絃
の
舟
に
乗
り
て
、
詩
歌
を
献
ぜ
ら
れ
た
り
け
り
。「
三
舟
に
乗
る
」

と
は
こ
れ
な
り
。 

（
第
十 

才
能
・
芸
業
を
庶
幾
す
べ
き
事　

四
）

前
者
は
、
公
任
が
和
歌
の
舟
に
乗
り
「
朝
ま
だ
き
」
の
歌
を
披
露
し
た
後
、

漢
詩
の
舟
に
乗
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
た
と
い
う
の
が
主
な
内
容
で
あ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
後
者
で
は
、
経
信
が
、
故
意
に
遅
参
し
て
、「
詩
」

「
歌
」「
管
絃
」
の
舟
を
い
ず
れ
で
も
か
ま
わ
ず
呼
び
戻
す
こ
と
で
、
自
ら

の
多
才
を
誇
示
し
、
結
局
、「
管
絃
」
の
舟
に
乗
り
詩
歌
を
献
じ
た
と
い
う

話
で
あ
る
。

本
組
香
の
冒
頭
は
、
こ
の
『
十
訓
抄
』
の
話
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。「
承
保
帝
」
は
白
川
天
皇
を
さ
す
。
組
香
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、

経
信
が
三
艘
の
船
を
呼
び
戻
す
と
い
う
趣
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

舟
が
三
艘
と
も
に
岸
へ
着
い
た
場
合
、
経
信
の
人
形
を
「
管
絃
」
の
舟
に

乗
せ
る
と
い
う
点
も
、
こ
の
話
の
結
末
に
拠
っ
て
発
想
さ
れ
て
い
よ
う
。

公
任
の
話
に
比
し
て
、
経
信
の
三
舟
の
才
の
話
で
は
、「
管
絃
」
に
力
点

が
置
か
れ
て
い
る
。
経
信
は
、
音
楽
の
才
に
秀
で
て
い
た
敦
実
親
王
の
血

を
引
く
家
系
で
、
琵
琶
を
よ
く
し
た
（
琵
琶
血
脈
・
胡
琴
教
録
）
と
伝
え

ら
れ
る
。
一
方
、
本
組
香
に
も
『
十
訓
抄
』
に
も
、
経
信
の
和
歌
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
言
及
は
な
い
が
、
経
信
が
、「
夕
さ
れ
ば
門
田
の
稲
葉
音
づ

れ
て
芦
の
丸
屋
に
秋
風
ぞ
吹
く
」（
百
人
一
首
）
で
も
知
ら
れ
る
歌
人
で
あ

り
、
ま
た
、
我
が
国
で
初
め
て
勅
撰
和
歌
集
を
批
判
し
た
『
難
後
拾
遺
』

を
著
し
た
歌
学
者
で
、
後
期
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
歌
壇
の
重

鎮
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。

な
お
、「
本
組
香
で
用
い
る
「
歌
」
方
の
香
札
の
表
に
記
さ
れ
る
「
旋

頭
」「
長
歌
」「
短
歌
」
は
、
い
ず
れ
も
和
歌
の
形
式
で
あ
る
。
旋
頭
歌
は
、

五
・
七
・
七
・
五
・
七
・
七
の
六
句
か
ら
成
り
、平
安
期
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
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な
く
な
る
。
ま
た
、
長
歌
は
、
五
音
句
と
七
音
句
を
交
互
に
三
回
以
上
繰

り
返
し
、最
後
は
七
・
七
で
終
わ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
も
平
安
期

に
入
る
と
徐
々
に
姿
を
消
す
が
、
複
雑
な
感
情
や
強
烈
な
思
い
を
表
現
す

る
際
に
用
い
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
長
歌
を
詠
む
こ
と
が
で

き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
歌
人
の
力
量
を
示
す
ひ
と
つ
の
指
標

と
も
な
り
得
る
。
短
歌
は
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
三
十
一
文
字
（
み
そ
ひ

と
も
じ
）
で
、
時
代
を
通
じ
て
広
く
用
い
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
。

《
書
巻
―
二
二
》
小
町
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
（
朱
）
小
町
香

 

　

  

深
草
少
将
善
佐
、
小
野
の
館
へ
通
ふ
。
既
に
貞
観
八
年
閏
三
月
九

日
の
夜
に
至
て
、
九
十
九
夜
に
な
り
ぬ
。
今
は
此
夜
一
夜
に
て
百

夜
の
数
こ
そ
満
れ
と
、
小
町
も
心
う
ち
う
ご
き
其
暮
を
待
に
、
翌

日
三
月
十
日
の
夜
に
至
れ
ど
も
、
少
将
如
何
し
た
り
け
ん
、
今
宵

は
は
や
く
も
至
べ
き
に
初
更
も
過
ぎ
、
二
更
も
さ
り
、
遠
寺
の
鐘

も
聞
ゆ
れ
ど
も
」
書
五
五
ウ 

其
お
と
づ
れ
も
な
く
、こ
は
い
か
に
、今

一
夜
に
て
心
か
わ
り
や
、飛
鳥
川
の
人
の
心
や
、と
て
か
く
な
ん

 

　
　

色
見
へ
て
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
の
中
の

 

　
　
　

人
の
心
の
花
に
そ
あ
り
け
る

 

　

此
歌
に
よ
つ
て
組
侍
り
た
る
香
也
。

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。」
書
五
六
オ

一　

小
野
方
五
人
、
深
草
方
五
人
と
分
る 

小
野
方

上
座
也

。

一　

色
の
香
二
包
、
移
の
香
二
包
、
世
の
香
二
包
、
人
の
香
二
包
、
花
の

香
二
包 

但
し
花
の
香
は

客

香

也

、
都
合
十
包
打
交
、
其
内
一
包
除
け
、
残
り
九
包
聞

香
と
す
。
扨
て
香
終
り
て
後
に
、
除
た
る
一
包
を
開
見
て
、
花
の
香

な
ら
ば
、
連
中
の
内
に
て
炷
出
た
る
花
の
香
、
独
聞
し
た
る
人
に
褒

美
に
與
ふ
べ
し
。
若
又
独
聞
な
き
時
は
、
其
沙
汰
に
及
は
す
。
又
除

た
る
包
、
地
香
な
ら
ば
」
書
五
六
ウ 

是
も
遣
す
事
な
し
。

一　

札
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

色
の
香
に　

一
の
札
と　

月
一
の
札
と　

二
枚

 

　

移
の
香
に　

二
の
札
と　

月
二
の
札
と　

二
枚

 

　

世
の
香
に　

三
の
札
と　

月
三
の
札
と　

二
枚

 

　

人
の
香
に　

客
の
札　

二
枚

 

　

花
の
香
に　

花
一
の
札
と
花
二
の
札
と
二
枚
」
書
五
七
オ

一　

盤
は
、
竪
溝
一
筋
。
横
界
十
三
間
。

一　

立
物
は

 

　

小
野
小
町
人
形　
　
　
　
　

松
一
本

 
　

深
草
少
将
人
形　

作
り
物　

御
所
車　

錺
置

一　

錺
様
は
、
盤
の
両
方
に
人
形
を
置
、
盤
の
向
に
松
と
車
と
を
並
錺
り

置
く 
松
を
少
将
人
形
、
車
を
小
町
人

形
の
方
に
成
よ
ふ
に
飾
る
べ
し

。」
書
五
七
ウ
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此
ご
と
く

 

　
　

錺
る
べ
し　
　
（
図
）　　

　
　
　

」
書
五
八
オ

一　

人
形
の
進
は
、
双
方
の
當
数
を
引
合
せ
、
一
間
充
進
む
聞
當
の
多
少
に
拘
は
ら
ず

一
間
充
す
ゝ
む
也　
　
　

。

地
香
客
香
の
差
別
な
し
。
客
の
独
聞
は
二
間
進
む
也
。

一　

人
形
双
方
行
合
時
に
、
双
方
の
中
り
数
、
持
の
時
は
人
形
を
入
替
て

進
べ
し
。
若
又
行
合
た
る
時
に
、
一
方
中
り
数
多
き
方
は
、
人
形
一

間
進
む
。
そ
の
時
は
、
中
数
少
き
方
の
人
形
一
間
退
べ
し
。
人
形
向

迄
行
着
た
る
を
」
書
五
八
ウ 
勝
と
定
め
、
香
も
是
迄
に
て
終
る
也
。

一　

盤
終
て
後
に
、
負
た
る
方
の
人
形
持
た
る
扇
を
取
て
、
松
の
枝
に
懸

る
べ
し
。

一　

記
録
に
は
中
斗
を
記
す
。
花
の
香
中
り
た
る
は
、
各
二
点
充
也
。
皆

中
た
る
は
、百
夜
と
認
べ
し
。
記
録
左
の
こ
と
く
認
る
べ
し
。」
書
五
九

オ

 

　
　

小
町
香
之
記　
世
除
（
朱
）

 

〔
表
〕」
書
五
九
ウ

 

〔
表
〕」
書
六
〇
オ

 

〔
図
〕」
書
六
〇
ウ

 

〔
図
〕」
書
六
一
オ

 

明
和
七
庚
寅
年
従　

関
東　

女
院
御
所
へ
此
御
香
盤
を
被
進
た
る
と

い
ふ
沙
汰
を
聞
侍
る
也
。」
書
六
一
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

色　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

移　
　
　

コ

　
　
　
　
　
　

2　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

世　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10－

1
＝
×

　
　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　

　
　

花　
　
　

2

本
香
に
は
、
地
香
「
色
」「
移
」「
世
」「
人
」
の
香
、
各
二
包
と
、
客
香

「
花
」
の
香
二
包
の
計
十
包
の
う
ち
、
一
包
を
除
い
た
計
九
包
を
用
い
る
。

こ
の
除
い
た
一
包
は
、
香
席
が
終
わ
っ
た
後
に
包
み
を
開
き
、
客
香
「
花
」

の
香
で
あ
っ
た
場
合
は
、本
香
で
「
花
」
の
香
を
独
り
聞
き
し
た
人
に
、褒

美
と
し
て
与
え
る
。
独
り
聞
き
の
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
除
い
た
香
が
地

香
だ
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、
こ
の
香
一
包
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

本
組
香
は
、
一
炷
開
き
で
行
う
。
連
中
は
、
小
野
方
と
深
草
方
、
各
五

人
計
十
人
で
、
小
野
方
が
上
座
で
あ
る
。
竪
溝
一
筋
、
横
界
十
三
間
の
盤

を
用
い
る
盤
物
で
、
盤
の
両
側
に
、
小
野
小
町
人
形
と
深
草
少
将
人
形
を
、

ま
た
、
盤
の
向
こ
う
側
に
松
一
本
と
御
所
車
を
並
べ
て
置
く
。
松
は
少
将

人
形
側
、
御
所
車
は
小
町
人
形
側
に
な
る
よ
う
に
立
て
る
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
色
」
の
香
に
は
「
一
」「
月
一
」
の

札
、「
移
」
の
香
に
は
「
二
」「
月
二
」
の
札
、「
世
」
の
香
に
は
「
三
」「
月

三
」
の
札
、「
人
」
の
香
に
は
「
客
（
ウ
）」
の
札
二
枚
、「
花
」
の
香
に
は

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*
*

*

*

*

*

*
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「
花
一
」「
花
二
」
の
札
を
打
つ
。

一
炷
ご
と
に
、
双
方
の
聞
き
当
て
た
人
数
を
比
較
し
、
多
い
方
の
人
形

を
一
間
ず
つ
進
め
て
い
く
。
地
香
・
客
香
の
区
別
は
な
い
が
、
客
香
の
独

り
聞
き
の
み
二
間
進
め
る
。

人
形
が
盤
上
で
行
き
会
っ
た
場
合
、
双
方
の
聞
き
当
て
た
数
が
「
持
」

（
引
き
分
け
）
の
と
き
は
、
人
形
を
入
れ
替
え
て
進
む
。
ま
た
、
聞
き
当
て

た
数
に
多
寡
の
あ
る
場
合
は
、
多
い
方
が
一
間
進
み
、
少
な
い
方
が
一
間

退
く
。
人
形
が
向
こ
う
側
ま
で
行
き
着
い
た
方
を
勝
ち
と
定
め
、
香
席
も

そ
の
時
点
で
終
わ
る
。

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
香
の
み
を
記
す
。
客
香
「
花
」
の
香
を
聞
き

当
て
た
場
合
は
二
点
、
地
香
は
一
点
で
あ
る
。
す
べ
て
聞
き
当
て
た
と
き

は
「
百
夜
」
と
記
す
。

な
お
、
本
伝
書
の
末
尾
に
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
、「
関
東
」

か
ら
「
女
院
御
所
」
に
、
こ
の
香
盤
を
差
し
上
げ
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え

聞
い
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
関
東
」
と
は
、
江
戸
幕
府
十
代
将

軍
、
徳
川
家
治
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
女
院
」
は
、
青
綺
門
院

（
藤
原
舎
子
、
二
条
吉
忠
女
、
桃
園
帝
女
御
）
か
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

深
草
少
将
の
小
野
小
町
に
対
す
る
悲
恋
を
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
百
夜
通

い
が
主
題
で
あ
る
が
、
次
の
小
町
の
歌
を
引
用
し
て
小
町
の
心
情
が
語
ら

れ
る
の
は
、
本
組
香
を
「
小
町
香
」
と
称
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

 

　
　
（
題
し
ら
ず
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
野
小
町　
　

 

色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
物
は
世
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
有
り
け
る

 

『
古
今
集
』
巻
第
十
五
恋
歌
五
、七
九
七
番

小
町
は
あ
と
一
夜
と
い
う
と
こ
ろ
で
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
深
草
少
将
に

つ
い
て
、「
飛
鳥
川
の
人
の
心
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
次
の
『
古
今
集
』
の

歌
に
代
表
さ
れ
る
「
飛
鳥
川
」
の
本
意
に
拠
る
表
現
で
あ
る
。

 

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　

 

　

読
人
し
ら
ず　
　

 

世
中
は
な
に
か
つ
ね
な
る
あ
す
か
が
は
き
の
ふ
の
ふ
ち
ぞ
け
ふ
は
せ

に
な
る 

『
古
今
集
』
巻
第
十
八
雑
歌
下
、
九
三
三
番

本
伝
書
で
は
、
前
掲
の
小
町
歌
を
引
用
し
、
小
町
が
深
草
少
将
の
心
変
わ

り
を
嘆
い
て
話
を
結
ぶ
。

一
方
、「
深
草
少
将
善
佐
」（「
善
佐
」
と
い
う
人
物
は
、『
尊
卑
分
脉
』

に
は
出
て
こ
な
い
）
は
、
百
夜
と
な
る
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
閏
三
月
十

日
に
、
と
う
と
う
通
っ
て
来
な
か
っ
た
が
、
実
は
こ
の
日
の
夜
、
内
裏
朝

堂
院
の
正
門
、
応
天
門
が
炎
上
す
る
と
い
う
応
天
門
の
変
が
起
き
て
い
た
。

『
日
本
紀
略
』
に
は
、「
◯
十
日
乙
卯
。
夜
應
天
門
火
。
延
―二
焼
棲
鳳
。
翔
鸞

*

*



社会科学　第 49 巻  第 2号

三
六

両
棲
一
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
伝
書
が
百
夜
に
当
た
る
日
を
明
示
し
た

の
は
、
深
草
少
将
が
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
や
む
を
得
ず
百
夜
通
い
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
解
釈
を
導
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
に
お
け

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
真
田
宝
物
館
に
は
、「
三
舟
香
」
の
香
道
具
の
閲
覧
お
よ
び
写
真
掲
載

を
ご
許
可
い
た
だ
き
、
ま
た
、
山
中
さ
ゆ
り
氏
（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務

所
研
究
員
）
に
は
、
閲
覧
手
続
き
等
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
所

蔵
物
に
つ
い
て
の
知
見
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、「
女
院
」
の
特
定
に
つ

い
て
は
、
川
崎
佐
知
子
氏
（
立
命
館
大
学
）
か
ら
の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

三
七

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
書
・
四
六
丁
裏
）

（
書
・
四
七
丁
表
）

（
書
・
四
七
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 2号

三
八

（
書
・
四
八
丁
表
）

（
書
・
四
八
丁
裏
）

（
書
・
四
九
丁
表
）

（
書
・
四
九
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

三
九

（
書
・
五
〇
丁
表
）

（
書
・
五
〇
丁
裏
）

（
書
・
五
一
丁
表
）

（
書
・
五
一
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 2号

四
〇

（
書
・
五
二
丁
表
）

（
書
・
五
二
丁
裏
）

（
書
・
五
三
丁
表
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

四
一

（
書
・
五
三
丁
裏
）

（
書
・
五
四
丁
表
）

（
書
・
五
四
丁
裏
）

（
書
・
五
五
丁
表
）



社会科学　第 49 巻  第 2号

四
二

（
書
・
五
五
丁
裏
）

（
書
・
五
六
丁
表
）

（
書
・
五
六
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

四
三

（
書
・
五
七
丁
表
）

（
書
・
五
七
丁
裏
）

（
書
・
五
八
丁
表
）

（
書
・
五
八
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 2号

四
四

（
書
・
五
九
丁
表
）

（
書
・
五
九
丁
裏
）

（
書
・
六
〇
丁
表
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

四
五

（
書
・
六
〇
丁
裏
）

（
書
・
六
一
丁
表
）

（
書
・
六
一
丁
裏
）




